
「認知症ケアの理解と
求められるケア人材」

いま理解すべき認知症ケアの在り方と
我々が目指すべき専門職としての

存在意義を考える

2019年

２月19日

受付12:45~

山口県セミナーパーク 講堂
（山口県山口市秋穂二島1062）

研修時間：13:30～16:00

「認知症ケアの理解と
求められるケア人材」

主催:一般社団法人 山口県宅老所・グループホーム協会

TEL：090-8998-8977  /  FAX：083-258-1828お 申 込 み
お問い合わせ

一般社団法人 山口県宅老所・グループホーム協会

平 成 3 0 年 度 研 修 会

日 時

研修名

火

講 師
認知症介護研究・研修仙台センター
センター長 加 藤 伸 司 氏

E-mail:info@yamaguchi-ghr.com

定 員 250名 申込期限
平成31年
2月1２日締め切り

会場

後援:一般社団法人 日本認知症ケア学会、山口県認知症介護指導者連絡会

※認知症ケア専門士単位：２単位が取得できます



山口県GH協会員：２，０００円、
認知症ケア学会会員：３，０００円

一般：３，０００円
※認知症ケア専門士単位:２単位が取得できます。

参加料について

貴事業所名 TEL

担当者名 FAX  

参加者氏名 職 種
山口県GH協会会員
ケア学会員・一般

参加者氏名 職 種
山口県GH協会会員
ケア学会員・一般

参加者氏名 職 種
山口県GH協会会員
ケア学会員・一般

参加者氏名 職 種
山口県GH協会会員
ケア学会員・一般

参加者氏名 職 種
山口県GH協会会員
ケア学会員・一般

参加者氏名 職 種
山口県GH協会会員
ケア学会員・一般

▲ ＦＡＸ申込先 083-258-1828 ▲
(一社)山口県宅老所・グループホーム協会まで

会員か
一般に
〇をし
てくだ
さい

この度の研修会のテーマは認知症とともに生きる人たちと、これまでも、
そしてこれからもよりよく寄り添って支援していくために、我々は専門職と
して今一度、認知症ケアの在り方、そして求められる専門職としての
存在意義を考えたいと思います。

講師紹介：認知症介護研究・研修仙台センター センター長 加 藤 伸 司 氏
東北福祉大学総合福祉学部福祉心理学科教授。認知症介護研究・研修仙台センター センター長。
１９５６年生まれ。１９７９年、日本大学文理学部心理学科卒業。特別養護老人ホーム生活指導員を
経て、１９８２年、聖マリアンナ医科大学病院神経精神科臨床心理士。１９９３年、北海道医療大学
看護福祉学部講師、助教授を経て、２０００年、東北福祉大学総合福祉学部福祉心理学科教授、
認知症介護研究・研修仙台センター研究研修部長。２００６年より現職。
日本各地を回り認知症ケアの正しい理解の普及・啓発活動に尽力をされている。
（公職）日本認知症ケア学会理事、日本老年精神医学会理事、日本老年社会科学会理事、

日本認知症学会評議員、日本老年臨床心理学会理事。


